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はじめに
近年，地球温暖化の進行にともなって海洋生

物の高緯度への分布拡大がみとめられている．
ウニ類では，オーストラリアアスナロガンガゼ
Centrostephanus rodgersii がオーストラリア本土
南東部から南部タスマニア島へ分布を拡大したこと
が報告されている（Ling et al., 2008）．

バフンウニは福井県では越前ウニ，山口県では下
関ウニとして，それぞれ 1600 年代および 1800 年
代より瓶詰め加工されてきた銘品としてしられてい
る（吾妻，2001）．本種の地理的分布は九州南部か
ら北海道南部と記載されていた（重井，1995）．し
かし，1990 年代のはじめに，本種の分布がこれま
での北海道南西部日本海から北部日本海の礼文島
まで拡大したことが明らかにされた（Agatsuma & 
Hoshikawa, 2007）．北部太平洋のレジームシフト
と同期して，日本海においても水温が高く推移した
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Abstract. On October 25, 2012, one individual of the sea urchin Hemicentrotus pulcherrimus was collected 

in a bed of Saccharina ochotensis kelp off Oiso in Rishiri Island, northern Japan, adjacent to the northern 

limit of its geographic range. The sea urchin had matured ovary with the high gonad index of 20.6. The 

test diameter was 44.9 mm. Age determination indicated that this urchin corresponds to 2010-year class, 

which reach to four years of age a few months later. The growth rate was higher than those in other sea-

weed beds. These results suggest H. pulcherrimus has an ability to adjust to the environments in cold wa-

ters in northern Japan.

1989 年，1990 年，1991 年の連続した 3 年級群の
加入によって地理的分布の拡大がもたらされたこと
がわかった．小樽市忍路湾においては，これら卓
越した 3 年級群が 1990 年から 1992 年に出現し，
2005 年までに 1995 年と 1996 年にも顕著な出現
がみとめられている（Agatsuma & Hoshikawa,  
2007）．以後，本種が継続して分布しているか否か
は明らかでない．そこで，分布の北限域に位置する
利尻島において生息を確認し，生息個体の生殖巣の
発達と体成長速度を既往の知見と比較して北方域へ
の適応の有無を考察する．

調査時期，調査地および調査方法
2012 年 10 月 25 日に，利尻島利尻富士町大磯沿

岸（45° 14' N，141° 10' E）の水深 1.0 〜 1.5 m
のリシリコンブ優占群落において，素潜りにて任
意にバフンウニを採集した．採集したバフンウニの
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殻径と体重を，それぞれ，ノギスおよび電子天秤で
測定した．生殖巣をスプーンとピンセットを用い
て取り出し，キムタオルで表面の水分を除去した
湿重量を測定し，生殖巣指数（生殖巣重量 ×100/
体重）を求めた．生殖巣の発達段階は Agatsuma 
& Nakata（2004）にしたがって，未成熟期，成
熟期，放出期の 3 段階に肉眼により判別した．
また，生殖巣から滲出する配偶子より雌雄を判別
した．加熱した生殖板に年 1 回形成される黒色帯
数（Jensen, 1969； 川 村，1973；Agatsuma & 
Nakata, 2004）によって年齢査定し，産卵期を冬
季から春季（Agatsuma, 2013）とする満年齢で表
した．調査時期の水温は北海道栽培漁業振興公社に
よる利尻町沓形の観測値を参照した．

結果
リシリコンブ優占群落から 1 個体のバフンウニ

を採集した（図１）．その殻径は 44.9 mm，体重は
35.9 g であった．生殖巣重量は 7.4 g であり，生
殖巣指数は 20.6 であった．また，生殖巣の発達段
階は卵が滲出する雌の成熟期に相当した．年齢査定
の結果，2010 年に出生した満 3 歳の個体であり，
数ヶ月後に満 4 歳にいたることがわかった．

考察
2012 年 10 月 下 旬 の 水 温 は 利 尻 町 沓 形 で は

13.9℃であった．バフンウニは水温が 15℃ 以下に
低下すると成熟を開始する（Sakairi et al., 1989）
ことから，採集したバフンウニの生殖巣が成熟して
いたことに対応していた .

図１．利尻島大磯沿岸で採集したバフンウニ．A，採集したバフンウニ（右）とエゾバフンウニ（左）; B，口
側 ; C，年齢査定のために肛門周辺の殻板を除いた反口側，発達した卵巣が観察される．
Figure 1. Hemicentrotus pulcherrimus collected off Oiso in Rishiri Island. A, H. pulcherrimus (right) and 
Strongylocentrotus intermedius (left); B, oral side of H. pulcherrimus; C, aboral side of H. pulcherrimus 
excluding the test plate around annus for age determination. Developed ovary is observed.
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これまで調べられたバフンウニの年齢と殻径の
関係において，小樽市忍路湾のホンダワラ属褐藻
群落で 1989 年から 1991 年の加入群が満 3 歳で
31.1 mm，満４歳で 37.2 mm と最も成長が速かっ
た（Agatsuma & Nakata, 2004）．これに対して
利尻島で採集した個体は，数ヶ月後に満４歳にい
たる個体であり，その成長は著しく速いことがわ
かった．また，生殖巣指数の年間最高値は，忍路
湾のホンダワラ属群落，宮城県女川湾小型海藻群
落（Agatsuma et al., 2006），宮城県牡鹿半島のア
ラメ群落（Agatsuma et al., 2012）で，それぞれ
25.0，18.5 ならびに 18.8 である．したがって，利
尻島で採集された個体は生殖巣も量的に充分発達し
ていたことを示す．

バフンウニは産卵に向けて生殖巣を量的に発達さ
せるために，11 月から 3 月の冬季の低水温下にお
いて深所の無節，有節サンゴモ群落から浅所の小
型海藻群落あるいはコンブ目褐藻アラメ群落へと
索餌移動する（Agatsuma et al., 2006, 2009）．胚
がプルテウス幼生に発育できる水温範囲はエゾバ
フンウニが 4 〜 20℃，キタムラサキウニが 10 〜
22℃に対して，バフンウニは 5 〜 23℃とサハリン
まで分布するエゾバフンウニ同様に下限水温が低い
（Fujisawa & Shigei, 1990）．さらに，遺伝学的に
も両種は近縁であると報告されている（Biermann 
et al., 2003）．利尻島で採集されたバフウニの極め
て速い成長率，生殖巣の量的発達とこれらの既往の
知見は，バフンウニが北方域への分布拡大とその後
の適応を可能にしていることを示唆していると考え
られる．
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